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1．「ソフトウェア品質保証の極意」とは

◆見開き偶数ページ/

１極意で悩み解決

ソフトウェアの品質保証に関する悩みを、経験者の知見で解決する書籍

SQuBOK Guide：ソフトウェア品質知識体系ガイド

◆各極意の構成
①タイトル「極意」
②想定される現場の悩み
③悩みに対する解決のヒント
④要所でのコラム

④①

③

②
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章 節番号 極意

2章
組織レベ
ルのソフト
ウェア品質
マネジメン
ト

2.1 QMSの構築と運用
2.2 ライフサイクルプロセスの
マネジメント

2.3 ソフトウェアプロセス評価と改善
2.4 検査のマネジメント
2.5 監査のマネジメント
2.6 教育および育成のマネジメント
2.7 法的権利および法的責任の
マネジメント

極意01 QMS構築は組織の責任分担を明確にする
極意02 組織の品質目標達成が品質保証活動の目的
極意03 標準プロセスはテーラリングをしてこそ使える
極意04 現場の成熟度は段階的に一歩ずつ進める
極意05 真の原因を究明し、水平展開しないと発は止められない
極意06 時代の変化に合わせて、検査自身も変わる
極意07 品質保証部門の成果は、出荷後に判断される
極意08 監査を技術伝承の場、顧客や社会にアピールする機会と考える
極意09 監査結果の指摘事項はリスクと共に伝える
極意10 事業戦略として教育を定着させる
極意11 自ら考える機会を与えてこそ人は育つ
極意12 現場が認識を持つべき法規制を明示する
極意13 セキュリティに関わる訴訟の判例を押える

2．各章の構成と収録した極意（第2章）
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章 節番号 極意

3章
プロジェクト共通
レベルのソフウェア
品質マネジメント

3.1 意思決定のマネジメント
3.2 調達のマネジメント
3.3 リスクマネジメント
3.4 構成管理
3.5 プロジェクトマネジメント

極意14 お客様が何に重きを置くかで最終判断
極意15 工程完了判定は中間評価で早めの準備
極意16 課題の状態観測と優先度付けにより問題発生を予防
極意17 製品調達は調達前の見極めが命
極意18 クラウドサービス提供者との責任分担を明確に
極意19 リスクは定期的に監視することでコスト削減可能
極意20 顧客とのリスク共有がリスク低減に繋がる
極意21 プロジェクト特性に合わせて構成管理手法を決める
極意22 トレ－サビリティの確保は、まずは、Ｖ字の両端から始める
極意23 「問題なし」報告は何の問題がないのかを聞き返す
極意24 プロジェクト推進は、全体の成功を目標に行う

3.各章の構成と収録した極意（第3章）
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章 節番号 極意

第４章
プロジェクト個
別レベルのソフ
トウェア品質マ
ネジメント

4.1 品質計画のマネジメント
4.2 要求分析のマネジメント
4.3 設計のマネジメント
4.4 実装のマネジメント
4.5 レビューのマネジント
4.6 テストのマネジメント
4.7 品質分析および評価のマネジメント
4.8 リリース可否判定
4.9 運用および保守のマネジメント

極意25 品質目標はリーダーが良くしたいことを設定する
極意26 品質指標は判断根拠になるように設定する
極意27「真の要求」は顧客要求の先の業務にある
極意28 設計を開始する前に「要件の欠陥」をなくす
極意29 スコープ変更をマネジメント下に置く
極意30 要件との一貫性と設計の整合性を検証する
極意31 設計書は何を書くべきかプロジェクトとして決める
極意32 テストファーストで開発生産性を上げる
極意33 コーディングルールの徹底で品質の基盤を作る
極意34 全量のレビューで品質確保の基盤を作る
極意35 レビュー目的の明示でレビュー効果を上げる
極意36 レビュールールを明文化して周知する
極意37 テスト品質はテスト計画で決まる
極意38 類似不具合を漏れなく炙り出す
極意39 品質向上には、計測と評価が必要
極意40 品質目標と実績のギャップを見える化する
極意41 基準値を外れた場合の施策をルール化する
極意42 リリース判定はリリース後の準備状況も確認する 
極意43 本番障害対応は時間軸を変える
極意44 トラブルでの失敗を改善に繋げる仕組みを作る

4．各章の構成と収録した極意（第4章）
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